
〇

〇

発 行 内 閣 府
（原稿作成 国立印刷局）

省

令

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生

省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
三
（
第
二
百
四
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
二
百
四
条
関
係
）

毒

薬

毒

薬

（
略
）

（
略
）

劇

薬

劇

薬

（
略
）

（
略
）

有
機
薬
品
及
び
そ
の
製
剤

有
機
薬
品
及
び
そ
の
製
剤

一
〜
五
の
七
十
六

（
略
）

一
〜
五
の
七
十
六

（
略
）

（
削
る
）

五
の
七
十
七

一

﹇
三
（
ア
ミ
ノ
メ
チ
ル
）

フ
エ
ニ
ル
﹈
Ｎ
（
五
｛（
一
Ｒ
）
（
三

シ
ア
ノ
フ
エ
ニ
ル
）﹇（
シ
ク
ロ
プ
ロ
ピ
ル
メ

チ
ル
）
ア
ミ
ノ
﹈
メ
チ
ル
｝

二

フ
ル
オ

ロ
フ
エ
ニ
ル
）

三

（
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ

チ
ル
）

一
Ｈ

ピ
ラ
ゾ
ー
ル

五

カ
ル

ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
（
別
名
ベ
ロ
ト
ラ
ル
ス
タ
ツ

ト
）、
そ
の
塩
類
及
び
そ
れ
ら
の
製
剤
。
た

だ
し
、
一
カ
プ
セ
ル
中
一

﹇
三

（
ア
ミ

ノ
メ
チ
ル
）
フ
エ
ニ
ル
﹈
Ｎ
（
五
｛（
一

Ｒ
）

（
三

シ
ア
ノ
フ
エ
ニ
ル
）﹇（
シ
ク

ロ
プ
ロ
ピ
ル
メ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ
﹈メ
チ
ル
｝

二

フ
ル
オ
ロ
フ
エ
ニ
ル
）

三

（
ト
リ

フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
）

一
Ｈ

ピ
ラ
ゾ
ー

ル

五

カ
ル
ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
と
し
て
一
五

〇
㎎
以
下
を
含
有
す
る
も
の
を
除
く
。

五
の
七
十
七
〜
五
の
八
十

（
略
）

五
の
七
十
八
〜
五
の
八
十
一

（
略
）

六
〜
五
十
一
の
十

（
略
）

六
〜
五
十
一
の
十

（
略
）

五
十
一
の
十
一

（
略
）

五
十
一
の
十
一

（
略
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

一
噴
霧
中
一
・
一

ジ
メ
チ
ル

三

（
ア
ル
フ
ア
ー
シ
ク
ロ
ペ
ン
チ
ル
）
マ
ン

デ
リ
ル
オ
キ
シ
ピ
ロ
リ
ジ
ニ
ウ
ム
ブ
ロ
ミ

ド
と
し
て
一
八
・
〇
㎍
以
下
を
含
有
す
る

吸
入
剤

一
噴
霧
中
一
・
一

ジ
メ
チ
ル

三

（
ア
ル
フ
ア
ー
シ
ク
ロ
ペ
ン
チ
ル
）
マ
ン

デ
リ
ル
オ
キ
シ
ピ
ロ
リ
ジ
ニ
ウ
ム
ブ
ロ
ミ

ド
と
し
て
九
㎍
以
下
を
含
有
す
る
吸
入
剤

目

次

令和年月日 月曜日 第号官 報


〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
三
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
十
四
条
第
二
項
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〔
省

令
〕

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
一
三
三
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
三
二
六
）

〇
医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
医
薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
同
三
二
七
）

〇
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
特
定
水
産
資

源
（
み
ん
く
く
じ
ら
）
の
採
捕
の
停
止
に

関
す
る
件
（
農
林
水
産
一
二
四
七
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
件

（
総
務
三
一
二
、
三
一
三
）

〇
棚
田
地
域
振
興
法
第
七
条
第
一
項
に
基
づ

く
指
定
棚
田
地
域
を
指
定
す
る
件

（
総
務
・
文
部
科
学
・
農
林
水
産
・
国
土

交
通
・
環
境
二
）

〇
返
納
を
命
じ
た
旅
券
を
無
効
と
す
る
件

（
外
務
二
六
八
、
二
六
九
）

〇
農
薬
を
登
録
し
た
件

（
農
林
水
産
一
二
四
八
）

〇
農
薬
の
登
録
が
失
効
し
た
件

（
同
一
二
四
九
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
一
〇
八
一
〜
一
〇
八
四
）

〇
運
輸
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
っ
た
件

（
同
一
〇
八
五
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
指
定
を
解
除
す

る
件
（
同
一
〇
八
六
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣
法
制
局

〔
皇
室
事
項
〕

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
潮
来
市
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更

の
認
可
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有

者
不
明
関
係

特
殊
法
人
等

企
業
年
金
基
金
設
立
関
係

会
社
そ
の
他





五
十
一
の
十
二
〜
五
十
九
の
七

（
略
）

五
十
一
の
十
二
〜
五
十
九
の
七

（
略
）

五
十
九
の
八

セ
バ
ベ
ル
チ
ニ
ブ
及
び
そ
の
製

剤

（
新
設
）

五
十
九
の
九
〜
五
十
九
の
三
十
四

（
略
）

五
十
九
の
八
〜
五
十
九
の
三
十
三

（
略
）

六
十
〜
百
十
の
十

（
略
）

六
十
〜
百
十
の
十

（
略
）

百
十
の
十
一

ベ
ピ
ロ
ビ
ル
セ
ン
、
そ
の
塩
類

及
び
そ
れ
ら
の
製
剤

（
新
設
）

百
十
の
十
二
〜
百
十
の
十
九

（
略
）

百
十
の
十
一
〜
百
十
の
十
八

（
略
）

百
十
の
二
十

ベ
ロ
ト
ラ
ル
ス
タ
ツ
ト
、
そ
の

塩
類
及
び
そ
れ
ら
の
製
剤
。
た
だ
し
、
一
個

中
ベ
ロ
ト
ラ
ル
ス
タ
ツ
ト
と
し
て
一
五
〇
㎎

以
下
を
含
有
す
る
も
の
を
除
く
。

（
新
設
）

百
十
の
二
十
一
〜
百
十
の
三
十

（
略
）

百
十
の
十
九
〜
百
十
の
二
十
八

（
略
）

百
十
一
〜
百
四
十
六

（
略
）

百
十
一
〜
百
四
十
六

（
略
）

別
表
第
五
（
第
二
百
二
十
八
条
の
十
関
係
）

別
表
第
五
（
第
二
百
二
十
八
条
の
十
関
係
）

医
薬
品

医
薬
品

一
〜
百
三
十
四

（
略
）

一
〜
百
三
十
四

（
略
）

百
三
十
五

セ
バ
ベ
ル
チ
ニ
ブ
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

百
三
十
六
〜
二
百
五
十
九

（
略
）

百
三
十
五
〜
二
百
五
十
八

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

法

規

的

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

次
に
掲
げ
る
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
人
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
除
く
。）

次
に
掲
げ
る
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
人
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
除
く
。）

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の

水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て

含
有
す
る
製
剤
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
殺

八

次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の

水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て

含
有
す
る
製
剤
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
殺

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ア
ザ
シ
チ
ジ
ン

（
新
設
）

〜
(269)

（
略
）

〜
(268)

（
略
）

(270)

オ
ベ
ポ
レ
ク
ス
ト
ン

（
新
設
）

(271)
〜
(390)

（
略
）

(269)
〜
(388)

（
略
）

そ
剤
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
二
以
上
の
有
効
成
分

を
含
有
す
る
製
剤
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
に
限
る
。

そ
剤
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
二
以
上
の
有
効
成
分

を
含
有
す
る
製
剤
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
に
限
る
。

(391)

ゲ
ム
シ
タ
ビ
ン

（
新
設
）

(392)
〜
(532)

（
略
）

(389)
〜
(529)

（
略
）

(533)

セ
バ
ベ
ル
チ
ニ
ブ

（
新
設
）

(534)
〜
(982)

（
略
）

(530)
〜
(978)

（
略
）

(983)

ブ
レ
ン
ソ
カ
チ
ブ

（
新
設
）

(984)
〜
(1285)

（
略
）

(979)
〜
(1280)

（
略
）

九

（
略
）

九

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一
〜
百
三
十
三

（
略
）

一
〜
百
三
十
三

（
略
）

百
三
十
四

セ
バ
ベ
ル
チ
ニ
ブ
及
び
そ
の
製
剤

（
新
設
）

百
三
十
五
〜
二
百
九
十

（
略
）

百
三
十
四
〜
二
百
八
十
九

（
略
）

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
六
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
七
号

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
条
第
六
項
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医
薬
品
等
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
七
号

特
定
水
産
資
源
の
採
捕
の
停
止
に
関
す
る
省
令
（
令
和
二
年
農
林
水
産
省
令
第
六
十
九
号
）
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

資
源
管
理
基
本
方
針
（
令
和
二
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
八
十
二
号
）
別
紙
２

37
に
規
定
す
る
み
ん
く
く
じ

ら
基
地
式
捕
鯨
業
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
）
に
お
け
る
み
ん
く
く
じ
ら
の
漁
獲
量
の
総
量
が
当
該
大
臣
管
理
区
分
に
係
る

大
臣
管
理
漁
獲
可
能
量
を
超
え
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
く
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
。





そ

の

他

告

示

指
定
棚
田
地
域
は
、
次
の
表
の
市
町
村
名
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
の
区
域
の
う
ち
、
旧
市
町
村
名
欄
に
掲
げ
る
旧
市
町

村
の
区
域
（
昭
和
二
十
五
年
二
月
一
日
に
お
け
る
市
町
村
の
区
域
を
い
う
。）と
す
る
。

区

域

都
道
府
県
名

郡

名

市
町
村
名

旧

市

町

村

名

福
島
県

耶
麻
郡

北
塩
原
村

大
塩
村

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報

登
録
番
号

農
薬
の
種
類

農
薬
の
名
称

製
造
者
又
は
輸
入
者
の
氏
名
及
び
住
所

25057
ジ
メ
タ
メ
ト
リ
ン
・
ペ
ン

ト
キ
サ
ゾ
ン
・
メ
タ
ゾ
ス

ル
フ
ロ
ン
粒
剤

イ
ネ
ブ
レ
イ
ブ
１
キ
ロ
粒

剤
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
丁
目
28番
８
号
科

研
製
薬
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
堀
内

裕
之

25058
フ
ェ
ン
バ
レ
レ
ー
ト
・
マ

ラ
ソ
ン
水
和
剤

ハ
ク
サ
ッ
プ
水
和
剤

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
７
番
１
号
住

友
化
学
株
式
会
社
社
長
水
戸
信
彰

25059
フ
ェ
ン
バ
レ
レ
ー
ト
・
マ

ラ
ソ
ン
水
和
剤

協
友
ハ
ク
サ
ッ
プ
水
和
剤
神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
二
子
六
丁
目
14番
10

号
協
友
ア
グ
リ
株
式
会
社
代
表
取
締
役

山
田
正
和

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
二
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

米
国
主
催
の
指
揮
通
信
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
多
国
間
訓
練
参
加
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
九
月
十
三
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

十
九
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
三
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

令
和
八
年
度
米
尼
軍
等
と
の
実
動
訓
練
（
ス
ー
パ
ー
・
ガ
ル
ー
ダ
・
シ
ー
ル
ド
26
）
参
加

部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
九
月
二
十
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

二
百
人
程
度

四

派

遣

地

域

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

〇
総

務

省
、
文
部
科
学
省
、

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

告
示
第
二
号

棚
田
地
域
振
興
法
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
指
定
棚

田
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

林

芳
正

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

環
境
大
臣

石
原

宏
高

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
八
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
八
月
十
二
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る
よ
う

命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記
冒

頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

記

失
効
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
二
日

発
行
年
月
日

令
和
六
年
十
一
月
六
日

旅
券
番
号

Ｍ
Ｊ
四
〇
七
〇
八
三
九

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
九
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
八
月
十
二
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る
よ
う

命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記
冒

頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

記

失
効
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
二
日

発
行
年
月
日

令
和
六
年
八
月
二
十
九
日

旅
券
番
号

Ｔ
Ｚ
二
二
六
六
一
五
八

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
八
号

農
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
七
月
二
十
二
日
付

け
を
も
っ
て
次
の
農
薬
を
登
録
し
、
同
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
九
号

農
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
農
薬
の
登
録
は
失
効

し
た
の
で
、
同
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

令
和
８
年
６
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
登
録
失
効
し
た
も
の

登
録
番
号

農
薬
の
種
類

農
薬
の
名
称

製
造
者
又
は
輸
入
者
の
氏
名
及
び
住
所

19435
ペ
ル
メ
ト
リ
ン
・
Ｔ
Ｐ
Ｎ

エ
ア
ゾ
ル

カ
ダ
ン
Ｖ
Ⅱ

東
京
都
千
代
田
区
神
田
美
倉
町
11番
地
フ
マ

キ
ラ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
大
下

一
明

令
和
８
年
６
月
３
日
付
け
を
も
っ
て
登
録
失
効
し
た
も
の

登
録
番
号

農
薬
の
種
類

農
薬
の
名
称

製
造
者
又
は
輸
入
者
の
氏
名
及
び
住
所

20533
カ
ズ
サ
ホ
ス
マ
イ
ク
ロ
カ

プ
セ
ル
剤

ラ
グ
ビ
ー
Ｍ
Ｃ
粒
剤

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
１
番
１
号

エ
フ
エ
ム
シ
ー
・
ケ
ミ
カ
ル
ズ
株
式
会
社
代

表
取
締
役
平
井
康
弘

21095
カ
ズ
サ
ホ
ス
マ
イ
ク
ロ
カ

プ
セ
ル
剤

石
原
ラ
グ
ビ
ー
Ｍ
Ｃ
粒
剤
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
10番
２
号

石
原
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社
取
締
役

社
長
世
古
大

23450
カ
ズ
サ
ホ
ス
マ
イ
ク
ロ
カ

プ
セ
ル
剤

Ｉ
Ｓ
Ｋ
ラ
グ
ビ
ー
Ｍ
Ｃ
粒

剤
大
阪
市
西
区
江
戸
堀
一
丁
目
３
番
15号

石
原

産
業
株
式
会
社
取
締
役
社
長
大
保
浩

令
和
８
年
６
月
４
日
付
け
を
も
っ
て
登
録
失
効
し
た
も
の

登
録
番
号

農
薬
の
種
類

農
薬
の
名
称

製
造
者
又
は
輸
入
者
の
氏
名
及
び
住
所

23659
チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
・
テ
フ

ル
ト
リ
ン
粒
剤

ア
ク
タ
ラ
フ
ォ
ー
ス
粒
剤
東
京
都
中
央
区
晴
海
一
丁
目
８
番
10号

シ
ン

ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
小
林
哉





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

令和８年６月11日付けをもって登録失効したもの
登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
23708 クロラントラニリプ

ロール・ジノテフラ
ン・トルプロカルブ粒
剤

サントリプル箱粒剤 東京都中央区日本橋一丁目19番１号 三
井化学クロップ＆ライフソリューション
株式会社 代表取締役社長 垣元剛

24161 クロラントラニリプ
ロール・ピメトロジン
粒剤

明治フェルテラチェス
箱粒剤

〃

18862 トリフルラリン・ペン
ディメタリン粉粒剤

コンボラル 東京都千代田区丸の内一丁目６番５号
バイエルクロップサイエンス株式会社
代表取締役 大島美紀

19880 ジフルフェニカン・ト
リフルラリン粉粒剤

ガレースＧ 〃

令和８年６月15日付けをもって登録失効したもの
登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
20198 トリフルラリン・ペン

ディメタリン粉粒剤
ＤＡＳコンボラル 東京都中央区日本橋二丁目５番１号 日

産化学株式会社 取締役社長 八木晋介
20204 ジフルフェニカン・ト

リフルラリン粉粒剤
ＤＡＳガレースＧ 〃

22968 トリフルラリン・ＩＰ
Ｃ乳剤

シナジオ乳剤 〃

令和８年６月22日付けをもって登録失効したもの
登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
17822 ウニコナゾールＰ複合

肥料
コープショートＡ２８ 大阪市中央区高麗橋四丁目６番17号 住

化アグリテック株式会社 代表取締役
長田伸一郎

18203 ウニコナゾールＰ複合
肥料

コープショートＡ１４ 〃

18206 ウニコナゾールＰ複合
肥料

コープショートＡ２１ 〃

22880 ウニコナゾールＰ複合
肥料

登熟一番２５ 〃

22881 ウニコナゾールＰ複合
肥料

登熟一番２０Ｓ 〃

22882 ウニコナゾールＰ複合
肥料

登熟一番２０Ｗ 〃

22883 ウニコナゾールＰ複合
肥料

登熟一番１８ 〃

22884 ウニコナゾールＰ複合
肥料

登熟一番２１ 〃

22885 ウニコナゾールＰ複合
肥料

登熟一番２７ 〃

23067 ウニコナゾールＰ複合
肥料

スマッシュＡ１４ 〃

23068 ウニコナゾールＰ複合
肥料

スマッシュＡ２１ 〃

23763 ウニコナゾールＰ複合
肥料

登熟一番２８Ｎ 〃

24051 ウニコナゾールＰ複合
肥料

登熟一番２８Ｗ 〃

令和８年６月26日付けをもって登録失効したもの
登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
23592 フルチアニル・ＴＰＮ

水和剤
フレンダーフロアブル 東京都千代田区神田小川町一丁目３番１

号 ＯＡＴアグリオ株式会社 代表取締
役 岡尚

20026 メトミノストロビン粒
剤

オリブライト１キロ粒
剤

東京都千代田区丸の内一丁目６番５号
バイエルクロップサイエンス株式会社
代表取締役 大島美紀

21133 メトリブジン・ＤＢ
Ｎ・ＤＣＭＵ粒剤

ラーチＨ粒剤 東京都港区東新橋一丁目９番２号 保土
谷アグロテック株式会社 代表取締役
脇坂孝夫

21136 メトリブジン・ＤＢＮ
粒剤

ラーチ粒剤 〃

23593 フルチアニル・ＴＰＮ
水和剤

ＳＤＳフレンダーフロ
アブル

東京都千代田区神田練塀町３番地 株式
会社エス・ディー・エス バイオテック
代表取締役社長 竹田正俊

令和８年６月29日付けをもって登録失効したもの
登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
21135 メトリブジン・ＤＢ

Ｎ・ＤＣＭＵ粒剤
クサノンＤＸ粒剤 東京都中央区東日本橋二丁目６番12号

ＫＩＮＣＨＯ園芸株式会社 代表取締役
社長 森本義之

21137 メトリブジン・ＤＢＮ
粒剤

ＧＦ草退治Ｖ粒剤 〃

令和８年６月30日付けをもって登録失効したもの
登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
23135 チオジカルブ水和剤 リラークＤＦ 東京都千代田区丸の内一丁目６番５号

バイエルクロップサイエンス株式会社
代表取締役 大島美紀

19249 カーバム剤 ヤシマＮＣＳ 東京都台東区上野一丁目19番10号 レイ
ンボー薬品株式会社 代表取締役 滝口
健一

23740 カルブチレート・ピラ
フルフェンエチル水和
剤

ネコソギメガロングＦ
Ｌ

〃

23899 グリホサートイソプロ
ピルアミン塩・ヘキサ
ジノン液剤

ネコソギロング液剤 〃

19666 ペルメトリン・イミベ
ンコナゾール乳剤

ムシキントール 東京都中央区東日本橋二丁目６番12号
ＫＩＮＣＨＯ園芸株式会社 代表取締役
社長 森本義之

6272 カーバム剤 ＮＣＳ 東京都千代田区永田町二丁目11番１号
コルテバ・アグリサイエンス日本株式会
社 代表取締役社長 野村真一郎

19233 カーバム剤 三洋ＮＣＳ 〃
20970 フルスルファミド・フ

ルトラニル粉剤
ネビモン粉剤 東京都中央区日本橋一丁目19番１号 三

井化学クロップ＆ライフソリューション
株式会社 代表取締役社長 垣元剛

24190 フルスルファミド粉剤 ネビライト粉剤 〃





点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

滝 脇 川

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

広 島 県 山 県 郡 北 広 島 町 阿 坂 の 区 域 内 の 土 地

の う ち 、 次 の 一 点 か ら 十 三 点 ま で を 順 次 結 ん

だ 線 及 び 一 点 と 十 三 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た

土 地 の 区 域

１ 3437469210 13227043885

２ 3437470612 13227043783

３ 3437473001 13227042868

４ 3437472826 13227040935

５ 3437476430 13227041474

６ 3437489312 13227068578

７ 3437488005 13227072668

８ 3437479093 13227072215

９ 3437475627 13227066307

10 3437465660 13227071533

11 3437463447 13227056521

12 3437464015 13227050288

13 3437467755 13227046073

点 北緯 東経

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

ド ン ド ン 川 右 支 渓

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

広 島 県 廿 日 市 市 宮 島 町 の 区 域 内 の 土 地 の う

ち 、 次 の 一 点 か ら 十 一 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線

及 び 一 点 と 十 一 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地

の 区 域

１ 3417588840 13219330682

２ 3417590305 13219336783

３ 3417593835 13219356357

４ 3417592960 13219378025

５ 3417591069 13219378133

６ 3417577705 13219339558

７ 3417578900 13219330327

８ 3417581087 13219330073

９ 3417582316 13219329571

10 3417582192 13219329128

11 3417583231 13219328482

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

倉 掛 沢

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

埼 玉 県 秩 父 郡 横 瀬 町 大 字 芦 ヶ 久 保 の 区 域 内 の

土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 四 十 点 ま で を 順 次 結

ん だ 線 及 び 一 点 と 四 十 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た

土 地 の 区 域

１ 3558416523 13908178640

２ 3558422955 13908175100

３ 3558425972 13908170821

４ 3558427027 13908170443

５ 3558423497 13908168336

６ 3558422273 13908161309

７ 3558424374 13908158255

８ 3558429025 13908143498

９ 3558429378 13908139020

10 3558430950 13908124758

11 3558431799 13908122577

12 3558433852 13908108204

13 3558438614 13908113477

14 3558437745 13908124975

15 3558438746 13908125296

16 3558437585 13908138140

17 3558432165 13908157863

18 3558438459 13908158388

19 3558440680 13908168527

20 3558442382 13908169101

21 3558450093 13908159523

22 3558466524 13908154170

23 3558478451 13908157367

24 3558485169 13908163616

25 3558492721 13908163084

26 3558495372 13908165386

27 3558495259 13908170632

28 3558488614 13908172363

29 3558482042 13908171023

30 3558476031 13908167825

31 3558464083 13908168505

32 3558455271 13908172345

33 3558445534 13908185339

34 3558447792 13908193425

35 3558445234 13908195881

36 3558432239 13908190731

37 3558430130 13908185484

38 3558419231 13908186768

39 3558418255 13908180896

40 3558416176 13908180376

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

下 日 野 沢 （ 日 野 一 ）

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

埼 玉 県 秩 父 郡 皆 野 町 大 字 下 日 野 沢 の 区 域 内

の 土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 二 十 五 点 ま で を

順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 二 十 五 点 を 結 ん だ 線

に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3604539957 13904193118

２ 3604533985 13904194716

３ 3604529295 13904195917

４ 3604525082 13904195272

５ 3604520948 13904198113

６ 3604520081 13904201610

７ 3604516694 13904202503

８ 3604514397 13904199279

９ 3604511777 13904200365

10 3604508140 13904199617

11 3604505036 13904199696

12 3604498139 13904201140

13 3604497395 13904198046

14 3604501605 13904192102

15 3604503755 13904191460

16 3604507075 13904190493

令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 八 十 一 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 四 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 八 十 二 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 四 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 八 十 三 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 四 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之





17 3604510711 13904189274

18 3604511359 13904185923

19 3604513012 13904183353

20 3604515504 13904182830

21 3604518088 13904183720

22 3604523095 13904185531

23 3604523450 13904187424

24 3604531537 13904188003

25 3604539656 13904187427

点 北緯 東経

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

下 日 野 沢 （ 日 野 二 ）

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

埼 玉 県 秩 父 郡 皆 野 町 大 字 下 日 野 沢 の 区 域 内

の 土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 二 十 六 点 ま で を

順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 二 十 六 点 を 結 ん だ 線

に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3604530227 13904180798

２ 3604528054 13904181438

３ 3604524843 13904179053

４ 3604524414 13904176089

５ 3604515055 13904174777

６ 3604512313 13904174632

７ 3604506536 13904172382

８ 3604499575 13904168922

９ 3604486238 13904168599

10 3604483651 13904167273

11 3604480162 13904156887

12 3604476997 13904156553

13 3604469641 13904155689

14 3604455874 13904153681

15 3604455544 13904149105

16 3604464008 13904147561

17 3604471112 13904146470

18 3604483421 13904148442

19 3604490339 13904149862

20 3604510795 13904159698

21 3604512884 13904161589

22 3604516633 13904163478

23 3604520070 13904164330

24 3604526888 13904169799

25 3604529021 13904172551

26 3604532503 13904176989

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

下 赤 工 川

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

埼 玉 県 飯 能 市 大 字 下 赤 工 の 区 域 内 の 土 地 の

う ち 、 次 の 一 点 か ら 二 十 一 点 ま で を 順 次 結 ん

だ 線 及 び 一 点 と 二 十 一 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ

た 土 地 の 区 域

１ 3552031999 13914450012

２ 3552028535 13914440165

３ 3552019744 13914429825

４ 3552016457 13914432667

５ 3552013560 13914433460

６ 3552012277 13914431856

７ 3552014329 13914427059

８ 3552007491 13914421822

９ 3552001133 13914420126

10 3551595216 13914416480

11 3551595362 13914415863

12 3552008551 13914417341

13 3552018253 13914421282

14 3552021004 13914419268

15 3552023920 13914419172

16 3552024946 13914420516

17 3552023029 13914427554

18 3552030833 13914438313

19 3552032158 13914444249

20 3552033467 13914448368

21 3552033480 13914449479

点 北緯 東経

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

下 赤 工 西 沢

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

埼 玉 県 飯 能 市 大 字 下 赤 工 の 区 域 内 の 土 地 の

う ち 、 次 の 一 点 か ら 三 十 九 点 ま で を 順 次 結 ん

だ 線 及 び 一 点 と 三 十 九 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ

た 土 地 の 区 域

１ 3552088765 13914431555

２ 3552071012 13914423384

３ 3552064687 13914423687

４ 3552052437 13914428948

５ 3552051317 13914431110

６ 3552050764 13914430944

７ 3552050138 13914429935

８ 3552042646 13914422629

９ 3552038298 13914415832

10 3552033506 13914416369

11 3552032479 13914414052

12 3552035073 13914409873

13 3552034143 13914406269

14 3552031629 13914402274

15 3552030070 13914399361

16 3552029071 13914396700

17 3552027884 13914392108

18 3552027490 13914387883

19 3552021938 13914378949

20 3552020026 13914377116

21 3552020431 13914376500

22 3552024311 13914379543

23 3552035371 13914392440

24 3552039675 13914402695

25 3552041255 13914405445

26 3552043040 13914405191

27 3552045642 13914406086

28 3552047358 13914408383

29 3552043723 13914412961

30 3552046589 13914421020

31 3552050442 13914423642

32 3552050928 13914423707

33 3552051179 13914423015

34 3552052085 13914423861

35 3552055879 13914424366

36 3552059983 13914421057

37 3552062804 13914419859

38 3552072177 13914420570

39 3552089580 13914428932

令
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
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
号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 八 十 四 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 四 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之





点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

真 弓 川 二 及 び 同 右 支 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

平 成 十 二 年 建 設 省 告 示 第 二 千 二 十 六 号 で 指 定

し た 同 号 三 に 掲 げ る 土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら

二 十 二 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 二 十 二

点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3305218271 13033107386

２ 3305224790 13033105447

３ 3305233306 13033100961

４ 3305243630 13033092485

５ 3305244839 13033089498

６ 3305245173 13033089589

７ 3305245096 13033091741

８ 3305244899 13033093237

９ 3305244361 13033095788

10 3305241172 13033098288

11 3305237432 13033101216

12 3305235843 13033102727

13 3305234015 13033103877

14 3305230203 13033106244

15 3305226404 13033107664

16 3305224742 13033108600

17 3305223915 13033107962

18 3305223149 13033107911

19 3305222834 13033107386

20 3305221398 13033107894

21 3305221012 13033107898

22 3305220275 13033108013

人 事 異 動

皇 室 事 項

公 告

令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 八 十 五 号

東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 へ の 旅 客 運 賃 上 限 変 更

認 可 に 係 る 審 査 請 求 事 案 （ 事 案 番 号 令 八 第 三 〇 〇

一 号 ） に つ い て は 、 令 和 八 年 八 月 五 日 付 け 国 運 審

第 八 号 に よ り 、 運 輸 審 議 会 か ら 、 棄 却 す べ き で あ

る と の 審 査 庁 の 判 断 は 妥 当 で あ る 旨 の 答 申 が あ っ

た の で 、 運 輸 審 議 会 一 般 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 運 輸

省 令 第 八 号 ） 第 二 十 九 条 の 規 定 に よ り 、 こ れ を 告

示 す る 。

な お 、 答 申 書 の 内 容 は 、 運 輸 審 議 会 に お い て 、

閲 覧 に 供 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 四 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 八 十 六 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 指 定 し た 次 の 土 地 の 指 定 を 解 除 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 四 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

内 閣 法 制 局

内 閣 法 制 局 参 事 官 （ 第 二 部 ） 大 野 敬

警 察 庁 に 出 向 さ せ る

（ 警 察 庁 長 官 官 房 付 ） 警 視 正 小 林 邦 和

内 閣 法 制 局 参 事 官 （ 第 二 部 ） に 昇 任 さ せ る （ 以 上

八 月 二 十 四 日 ）

信 任 状 捧 呈 式

八 月 十 九 日 午 前 十 時 三 十 分 、 宮 中 に お い て 、 新

任 本 邦 駐 在 フ ィ ジ ー 特 命 全 権 大 使 ケ ム エ リ ・ ナ イ

ガ マ の 信 任 状 捧 呈 式 を 行 わ れ た 。

八 月 十 九 日 午 前 十 一 時 、 宮 中 に お い て 、 新 任 本

邦 駐 在 ボ ツ ワ ナ 特 命 全 権 大 使 ボ ガ ・ ト ゥ ラ ・ マ ナ

ツ ァ の 信 任 状 捧 呈 式 を 行 わ れ た 。

行 幸 啓
天 皇 皇 后 両 陛 下 は 、 八 月 十 五 日 午 前 十 一 時 二 十

七 分 御 出 門 、 全 国 戦 没 者 追 悼 式 に 御 臨 席 の た め 、

日 本 武 道 館 （ 千 代 田 区 ） へ 行 幸 啓 、 午 後 零 時 四 十

三 分 還 幸 啓 に な っ た 。

天 皇 皇 后 両 陛 下 は 、 八 月 十 八 日 午 後 五 時 四 十 九

分 御 出 門 、 弘 法 大 師 生 誕 一 二 五 〇 年 記 念 特 別 展

「 空 海 と 真 言 の 名 宝 」 を 御 覧 の た め 、 東 京 国 立 博

物 館 （ 台 東 区 ） へ 行 幸 啓 、 午 後 八 時 五 十 三 分 還 幸

啓 に な っ た 。

諸 事 項

工 場 財 団
東京都中央区日本橋大伝馬町14番17号ナス物産
株式会社の工場財団に堺市八下町弐丁36番地ナス
物産株式会社堺工場の機械、器具等を追加する変
更登記申請に係る動産につき権利を有する者、差
押、仮差押又は仮処分債権者は、本日から32日以
内に権利を申し出て下さい。
令和８年８月 24 日 大阪法務局堺支局

山口県下関市本町三丁目１番１号山口合同ガス
株式会社の工場財団に山口県下関市本町三丁目１
番１、１番２、１番３、29番８、472番１山口合
同ガス株式会社下関工場、山口県防府市大字浜方
字大浜二ノ枡473番２山口合同ガス株式会社防府
工場、山口県周南市大字徳山字久米ヶ後355番４、
同所字久米ヶ岡10425番13山口合同ガス株式会社
周南供給所、山口県周南市小川屋町4979番２山口
合同ガス株式会社新南陽供給所、山口県山口市大
内千坊四丁目1705番山口合同ガス株式会社山口供
給所、山口県山陽小野田市大字小野田字末広7525
番32山口合同ガス株式会社小野田工場、山口県柳
井市柳井字宮本塩浜1578番12、同所同字1574番45、
同所同字1574番56山口合同ガス株式会社柳井工場
の機械、器具等を追加する変更登記申請に係る動
産につき権利を有する者、差押、仮差押又は仮処
分債権者は、本日から32日以内に権利を申し出て
下さい。
令和８年８月 24 日

山口地方法務局下関支局
潮来市土地改良区の定款変更
の認可の公告

土地改良法（昭和24年法律第195号）第30条第
２項、第124条及び第136条の４の規定に基づき、
茨城県及び千葉県の区域の一部を地区とし、茨城
県潮来市に事務所を有する潮来市土地改良区から
申請のあった定款変更は、令和８年７月29日認可
したので、同法第30条第３項、第124条及び第136
条の４の規定に基づき公告する。
令和８年８月 24 日

関東農政局長 菅家 秀人

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告


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令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

失 踪 宣 告

相続権主張の催告

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告



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年
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月


日
月
曜
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第




号

官
報

除 権 決 定

破産手続開始

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間



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破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間


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第
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
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報

破産手続廃止

破産手続廃止及び免責許可決定



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第




号

官
報

破産手続終結

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

書面による計算報告



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



号

官
報

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第１００３号
愛知県あま市木折戸井田２３番地
清算株式会社 株式会社アイ企画
代表清算人 岩月敏光
１ 決定年月日 令和８年８月６日
２ 主文 次の協定を認可する。
協定
１ 清算株式会社は、本協定認可確定後１月以内
に、各協定債権者に対し、弁済原資である金
11,164,967円を各協定債権者の有する債権額の
10.43478118%（ただし、解散日を基準日とし、
基準日における元本額とする。担保権の付され
た協定債権については、当該担保物件の価額に
相当する部分を控除した債権額とする。）の割
合に応じて按分した金額を支払う。各協定債権
者に対する具体的な弁済額は次のとおりとす
る。
いちい信用金庫：256,877円 きょうと事業再
生債権回収㈱：334,997円 ㈱三菱UFJ銀行：
842,248 円 アイ・アール債権回収㈱：
1,789,407円 ㈱商工組合中央金庫：1,091,924
円 SMBC債権回収㈱：788,555円 愛知県信用
保証協会：6,060,959円
２ 前項に基づく弁済は、協定債権者の指定する
金融機関口座に振り込む方法により実施する。
振込手数料は清算会社の負担とする。
３ 清算株式会社は、前２項に定める弁済を実施
した時に、各協定債権者が清算会社に対して有
するその余の債権全額の免除を受ける。
４ 前項の弁済の後、清算株式会社に新たな財産
が発見されたときは、清算人は直ちにこれを換
価して、債権者らに対し、必要な費用を控除し
た残額を、その債権額に応じて按分して支払う。
この場合、各債権者が前項の弁済の後にした残
債権の免除は、新たにされた弁済の限度で撤回
されたものとする。
５ 公租公課、特別清算手続に必要な費用等は随
時これを支払う。

以上
名古屋地方裁判所民事第２部

令和８年（ヒ）第２０１５号
東京都文京区本郷４丁目３番４号
清算株式会社 ＩＭ株式会社
代表清算人 高瀬 浩幸

１ 決定年月日 令和８年８月５日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
１ 協定債権の定義
特別清算開始決定時（令和８年５月８日）まで
の原因に基づいて、清算株式会社に対して発生し
た財産上の請求権（清算株式会社に対して有する
保証債権を含む）を協定債権とする。
２ 弁済の基準となる協定債権
弁済の基準となる協定債権額は、清算株式会社
が、各協定債権者から、中小企業の事業再生等に
関するガイドラインの再生型私的整理手続におけ
る清算株式会社の2025年８月４日付事業再生計画
において同意をえた計画案記載の別紙弁済額一覧
表記載の非保全債権額とする。
３ 弁済方法
（１）弁済額
清算株式会社は、本協定の認可の決定が確定し
た日現在の資産（ただし、必要な費用は控除する
ものとする）を弁済の基準となる非保全債権額に
応じて按分した別紙弁済額一覧表記載の弁済額を
弁済する。
（２）弁済時期
清算株式会社は、各協定債権者に対し、本協定
の認可決定が確定した日から１ヶ月以内に、各協
定債権者の指定する口座に振り込む方法により、
支払う。ただし、振込費用は清算株式会社が負担
する。
（３）協定債権の免除
各協定債権者は、同項（１）の規定による弁済
を受けたとき、又は弁済がない場合には協定案が
認可確定したときには、清算株式会社に対し、各
協定債権の総額から各弁済額を控除した残額につ
き、その債務を免除する。
４ 新たな財産の処理
前項（２）の弁済の後、清算株式会社に新たな
財産が発見されたときは、清算株式会社は、これ
を速やかに換価し、各協定債権者に対し、換価代
金から必要な費用を控除した残額を弁済の基準と
なる非保全債権額の割合に応じて按分して弁済す
る。この場合においては、各協定債権者が前項（３）
の規定により行った残債務の免除は、新たにされ
た弁済の限度で効力を失うものとする。
５ 議決権額
各協定債権者の議決権額は、別紙弁済額一覧記
載の特別清算開始決定時における協定債権額とす
る。

以 上
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部

令和８年（ヒ）第９号
岡山県瀬戸内市邑久町山田庄196番地の1
清算株式会社 株式会社瀬戸内
代表清算人 福﨑 守彦
１ 決定年月日 令和8年8月7日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 各協定債権者は、清算株式会社に対し、全
ての債務を免除する。
２ 清算株式会社に新たな財産が発見されたと
きは、清算株式会社は、これを速やかに換価
し、各協定債権者に対し、換価代金から必要
な費用（協定債権者への振込手数料を含む。）
を控除した残額を、別紙協定債権者一覧表記
載の協定債権額の割合に応じて、協定債権者
の指定する金融機関の預金口座に振り込む方
法により弁済する（割合弁済の結果生じる1
円未満の端数は切り捨てる。）。ただし、振込
手数料は清算株式会社の負担とする。
この場合においては、各協定債権者が前項
の規定により行った債務の免除は、新たにさ
れた弁済の限度で効力を失うものとする。
（別紙省略）

岡山地方裁判所第３民事部
令和８年（ヒ）第２０２７号
東京都千代田区飯田橋２丁目１番５号Ｓ－Ｇｌ
ａｎｚＫＵＤＡＮＢＬＤ．４階
清算株式会社 株式会社ニッキー
代表清算人 岡田 高志
１ 決定年月日 令和８年８月５日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
１ 定義
協定債権元本とは、協定債権のうち、利息債権
及び遅延損害金請求権に該当しないものをいう。
２ 協定債権の免除
清算株式会社は、各協定債権者の協定債権につ
き、本協定認可決定確定時において、全額免除を
受ける。
３ 新たな財産が発見された場合
清算株式会社に新たな財産が発見されたとき

は、清算株式会社は、これを速やかに換価し、各
協定債権者に対し、換価代金から必要な費用を控
除した残額を、各協定債権元本額により按分して
算出された金額を弁済する。

この場合においては、第２項に基づく協定債権
の免除は、新たにされた弁済の限度で当該免除の
時に遡って効力を失う。
本項に基づき弁済する場合は、協定債権者の指
定する金融機関口座に振込送金する方法により実
施する。振込手数料は、清算株式会社の負担とす
る。
割合弁済の結果生じる１円未満の端数は切り捨
てる。

以 上
東京地方裁判所民事第20部

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令和年月日 月曜日 第号官 報

所
有
者
不
明
土
地
管
理
命
令
に
関

す
る
異
議
の
催
告

企
業
年
金
基
金
設
立
公
告

確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
15条
、
確
定
給
付
企
業
年
金

法
施
行
令
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告

し
ま
す
。

１
．
基
金
の
名
称
石
炭
鉱
業
企
業
年
金
基
金

２
．
事
務
所
の
所
在
地
北
海
道
釧
路
市
北
大
通
十
二
丁

目
１
番
地
４

３
．
理
事
長
の
氏
名
及
び
住
所
菊
地
靖
則
北
海
道

釧
路
市
春
採
七
丁
目
18番
１
号

４
．
実
施
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
釧
路
コ
ー
ル
マ

イ
ン
株
式
会
社
北
海
道
釧
路
市
興
津
五
丁
目
２
番
23

号
５
．
設
立
認
可
年
月
日
令
和
８
年
８
月
１
日

令
和
８
年
８
月
24
日

北
海
道
釧
路
市
北
大
通
十
二
丁
目
１
番
地
４

石
炭
鉱
業
企
業
年
金
基
金

理
事
長
菊
地
靖
則

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
令
和

八
年
五
月
二
十
九
日
付
、
官
報
（
号
外
第
一
二
〇
号
）
九

十
五
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

札
幌
市
東
区
北
四
十
一
条
東
六
丁
目
二
番
七
号

（
甲
）
合
同
会
社
ラ
・
ル
ー
チ
ェ

代
表
社
員

河
上

道
子

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森
二
条
十
丁
目
三
番
一
〇
号

宮
の
森
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン
二
〇
二
号
室

（
乙
）
株
式
会
社
べ
る
に
こ
っ
と

代
表
取
締
役

河
上

真
典

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
の
株

主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

一
五
二
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
芝
浦
四
丁
目
六
番
一
四
号
Ｎ
Ｃ
芝
浦

ビ
ル

（
甲
）
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

椙
田

宜
彦

東
京
都
港
区
芝
浦
四
丁
目
六
番
一
四
号
Ｎ
Ｃ
芝
浦

ビ
ル

（
乙
）
Ｎ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
寺

満

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
一
日

掲
載
頁

一
八
〇
頁
（
号
外
第
一
四
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
一
日

掲
載
頁

八
十
三
頁
（
号
外
第
一
四
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
板
橋
区
舟
渡
二
丁
目
六
番
一
八
号

（
甲
）
東
京
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
島

剛

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
二
二
番
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
イ
シ
ス

代
表
取
締
役

小
島

剛

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
ま
た
、
乙
は
会
社

法
第
七
八
四
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
株
主
総
会
の
承
認
決

議
を
経
ず
に
合
併
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
四
月
一
日

掲
載
頁

六
十
一
頁
（
号
外
第
七
十
四
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
四
月
一
日

掲
載
頁

四
十
五
頁
（
号
外
第
七
十
四
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋
一
丁
目
二
三
番
一
号

（
甲
）
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
原

浩

東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋
一
丁
目
二
三
番
一
号

（
乙
）
ア
サ
ヒ
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社

代
表
取
締
役

原

信
広
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令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
二
十
四
日

掲
載
頁

五
十
六
頁
（
号
外
第
二
八
三
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
二
十
二
日

掲
載
頁

八
十
四
頁
（
号
外
第
二
七
九
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
新
菱
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
賀
美

猛

東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
丁
目
四
番
地

（
乙
）
セ
ン
ト
ラ
ル
都
市
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
﨑

保
典

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
四
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
一
七
五
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
四
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
一
七
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
一
番
一
九
号

（
甲
）
東
京
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

神
村

昌
志

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
一
番
一
九
号

（
乙
）
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ウ
エ
ア

代
表
取
締
役

神
村

昌
志

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

二
十
二
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

二
十
二
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
一
丁
目
四
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
シ
ン
ク

代
表
取
締
役

渡
邊

裕
樹

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
一
丁
目
四
番
一
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
セ
レ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役

佐
藤

勇
規

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
一
日

掲
載
頁

六
十
八
頁
（
号
外
第
七
十
八
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
七
十
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
丁
目
九
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ル
キ
ャ
ス
ト

代
表
取
締
役

小
田

延
宏

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
丁
目
九
番
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
ト
ッ
プ
ス
ポ
ッ
ト

代
表
取
締
役

和
泉

俊
也

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
二
日

掲
載
頁

一
三
四
頁
（
号
外
第
一
三
〇
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
日

掲
載
頁

一
五
四
頁
（
号
外
第
一
二
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
デ
ー
タ
コ
ム

代
表
取
締
役

清
水

辰
彦

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
三
丁
目
三
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト代

表
取
締
役

脇
田

俊
勝

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

一
三
七
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
五
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
一
五
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
三
丁
目
八
番
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
東
日
本
情
報
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

川
合

正
敏

東
京
都
豊
島
区
高
田
三
丁
目
二
八
番
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ス
ケ
イ
ケ
イ

代
表
取
締
役

荒
瀬

友
之

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

五
十
一
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

五
十
四
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

清
水

正

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
日
連
七
三
一
番
地
一
二

（
乙
）
株
式
会
社
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
ル
ア
ー
ズ

代
表
取
締
役

古
沢

勝
利

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.w
a
ttm
a
n
n
.co
.jp
/sto
ck
/

k
o
u
k
o
k
u
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
三
番
一
号
虎
ノ
門

四
〇
Ｍ
Ｔ
ビ
ル
五
階（

甲
）
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｆ
３
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
林

忠
宣

横
浜
市
旭
区
鶴
ケ
峰
本
町
一
丁
目
二
七
番
一
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
ワ
ッ
ト
マ
ン

代
表
取
締
役

川
畑

泰
史

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
八
日

掲
載
頁

六
十
八
頁
（
号
外
第
八
十
三
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
五
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
一
〇
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
Ｊ
Ｐ
森
タ
ワ
ー
一
七
階

（
甲
）
Ｅ
Ｑ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社

代
表
取
締
役

プ
リ
デ
ィ
ー
ク
・
シ
ェ
ー

ン
・
リ
ー

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
Ｊ
Ｐ
森
タ
ワ
ー
一
七
階

（
乙
）
Ｅ
Ｑ
Ｔ

Ｅ
ｘ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
株
式
会
社代

表
取
締
役

松
本

道
雄





令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
大
田
区
大
森
南
一
丁
目
一
七
番
一
六
号

（
甲
）
株
式
会
社
大
崎
電
業
社

代
表
取
締
役

成
久

雅
章

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一

三

一
八
ビ
ラ
・
モ
デ

ル
ナ
Ａ
四
〇
二

（
乙
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｇ
Ｔ
Ｇ
１
８

代
表
取
締
役

新
居

英
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
甲
は
会
社
法
第
三
一
九
条
第
一

項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
全

員
の
同
意
）
は
令
和
八
年
七
月
十
七
日
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://g
ro
w
-u
p
1.co
.jp
/

（
乙
）h

ttp
://w
w
w
.a
tta
ck -in

c.co
.jp

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
丁
目
九
番
二
号
汐
留
住
友

ビ
ル
二
五
階

（
甲
）
株
式
会
社
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ

代
表
取
締
役

加
藤

佑
基

東
京
都
港
区
東
新
橋
一

九

二
汐
留
住
友
ビ
ル

二
五
階

（
乙
）
Ａ
ｔ
ｔ
ａ
ｃ
ｋ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
子

若
葉

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
九
日

掲
載
頁

二
十
三
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
八
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
カ
オ
ナ
ビ

代
表
取
締
役

佐
藤

寛
之

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
二
丁
目
二
八
番
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
ミ
ツ
カ
リ

代
表
取
締
役

表

孝
憲

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://g
m
o
tech
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/

（
乙
）h
ttp
s://try

h
a
tch
.co
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
二
六
番
一
号

（
甲
）
Ｇ
Ｍ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

亮
一

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
八
番
四
号
近
鉄
新
宿

御
苑
ビ
ル
七
Ｆ

（
乙
）
Ｇ
Ｍ
Ｏ
ト
ラ
イ
ハ
ッ
チ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
澤

健
人

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

五
十
四
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

五
十
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

横
浜
市
港
北
区
新
羽
町
九
二
五
番
地

（
甲
）
兼
松
Ｐ
Ｗ
Ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

戸
部

喜
清

千
葉
県
松
戸
市
稔
台
八
丁
目
三
三
番
地
三

（
乙
）
株
式
会
社
Ｐ
．
Ｒ
．
Ａ
．

代
表
取
締
役

戸
部

喜
清

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
九
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
一
八
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
湯
本
二
一
〇
番
地
二

（
甲
）
株
式
会
社
む
す
び
家

代
表
取
締
役

中
井

清
人

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
湯
本
二
一
〇
番
地
二

（
乙
）
株
式
会
社
Ａ
Ａ

代
表
取
締
役

中
井

清
人

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.to
k
a
id
a
ik
en
.co
.jp
/

in
fo
rm
a
tio
n

（
乙
）h

ttp
s://k
o
m
a
k
ib
s.co
m
/in
fo
rm
a
tio
n

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

名
古
屋
市
中
区
栄
四
丁
目
一
四
番
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
東
海
ダ
イ
ケ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

大
宮

秀
基

愛
知
県
小
牧
市
中
央
二
丁
目
八
〇
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
小
牧
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

蓜
島

健
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
五
日

掲
載
頁

一
二
〇
頁
（
号
外
第
一
七
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
五
日

掲
載
頁

一
二
〇
頁
（
号
外
第
一
七
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

名
古
屋
市
中
川
区
丸
米
町
二
丁
目
三
〇
番
地

（
甲
）
三
和
鋼
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

斎
藤

順
也

三
重
県
三
重
郡
朝
日
町
大
字
柿
一
二
八
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
三
和
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

斎
藤

順
也

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
二
十
五
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
三
十
八
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
日

掲
載
頁

一
四
一
頁
（
号
外
第
一
七
九
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
勧
進
橋
町
二
四
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ム
ラ
タ
自
動
車
ガ
ラ
ス

代
表
取
締
役

上
松

禎
知

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
勧
進
橋
町
二
四

（
乙
）
株
式
会
社
カ
ー
グ
ラ
ス
販
売

代
表
取
締
役

上
松

禎
知

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

大
阪
市
北
区
太
融
寺
町
三
番
二
四
号

（
甲
）
ミ
カ
タ
税
理
士
法
人

代
表
社
員

柴
田

昇

大
阪
市
北
区
太
融
寺
町
三
番
二
四
号

（
乙
）
税
理
士
法
人
Ｓ
Ｂ
Ｃ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
社
員

大
森

圭
三





令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

二
五
五
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
八
七
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

福
岡
市
博
多
区
住
吉
四
丁
目
三
番
二
号

（
甲
）
上
村
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
村

英
輔

福
岡
市
南
区
花
畑
二
丁
目
四
番
一
三
号

（
乙
）
ユ
ー
ラ
イ
フ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
田
誠
一
郎

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
精
密
機
器
事
業

セ
グ
メ
ン
ト
に
属
す
る
成
形
品
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務

を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
公
告
し
ま
す
。

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
全
て
の
事
業

（
但
し
、
一
部
の
不
動
産
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
権
利
義

務
を
除
き
ま
す
。）に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.h
o
g
y
.co
.jp

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
五
番
一
号

（
甲
）
Ｔ
Ｃ
Ｇ
２
５
０
８
株
式
会
社

代
表
取
締
役

齋
藤

玄
太

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
四
番
六
号
赤
坂
グ
リ
ー

ン
ク
ロ
ス

（
乙
）
株
式
会
社
ホ
ギ
メ
デ
ィ
カ
ル

代
表
取
締
役

川
久
保
秀
樹

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
デ
ー
タ
カ
ー
ド

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
日

掲
載
頁

六
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

二
十
二
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
一
丁
目
四
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
第
二
通
信

代
表
取
締
役

大
橋

弘
幸

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
一
丁
目
四
番
一
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
セ
レ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役

佐
藤

勇
規

吸
収
分
割
公
告

当
社（
甲
）は
吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
ア
ロ
ー
ズ
（
乙
、
住
所
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
三
丁
目

二
八
番
一
号
）
の
グ
ル
ー
プ
管
理
及
び
グ
ル
ー
プ
運
営
に

関
す
る
事
業
を
除
く
一
切
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を

承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
と
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
一
丁
目
一
八
番
五
号

株
式
会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長

松
崎

善
則

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
Ｓ
Ｐ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://field

.im
p
a
ct‑h
.co
.jp
/

（
乙
）h

ttp
s://im

p
a
ct -h
.co
.jp
/b
u
sin
ess/ic

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
一
二
番
三
二
号

（
甲
）
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

寒
河
江
清
人

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
一
二
番
三
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
ｉ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ

ｃ
ｏ
ｎ
ｎ

ｅ
ｃ
ｔ

代
表
取
締
役

赤
田

卓
也

吸
収
分
割
の
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で

す
。こ

の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
六
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
九
十
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
丁
目
三
一
番
一

一
号（

甲
）
日
清
紡
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
割
準
備
株

式
会
社

代
表
取
締
役

熊
川

哲
也

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
丁
目
三
一
番
一

一
号

（
乙
）
日
清
紡
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

片
山

学

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
吸
収
分
割
契
約

に
定
め
た
ロ
ー
コ
ー
ド
技
術
と
ア
ジ
ャ
イ
ル
手
法
を
中
心

と
し
た
Ｄ
Ｘ
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
丁
目
二
〇
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ロ
ー
コ
ー
ド

代
表
取
締
役

松
岡

真
功

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
丁
目
二
〇
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
Ｍ
ｅ
ｍ
ｅ

代
表
取
締
役

松
岡

真
功

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
橋
梁
事
業
及
び

鉄
塔
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
三
崎
町
三
丁
目
三
番
三
号

（
甲
）
東
横
ペ
イ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

飛
鳥

正
文

川
崎
市
宮
前
区
西
野
川
二
丁
目
三
七
番
三
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
ｉ
ｎ
ｆ
ｒ
ａ
ｔ

代
表
取
締
役

飛
鳥

正
文

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

掲
載
頁

五
十
八
頁
（
号
外
第
一
六
八
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

掲
載
頁

五
十
八
頁
（
号
外
第
一
六
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

香
川
県
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
一
八
六
四
番
地
八

（
甲
）
株
式
会
社
木
谷
心
館

代
表
取
締
役

岡
本

康
寿

徳
島
県
美
馬
市
脇
町
拝
原
一
七
七
〇
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
学
進

代
表
取
締
役

山
本

俊
輔





令和年月日 月曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
を
し
て
乙
は
甲
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
関
す
る
権
利
義

務
を
承
継
し
、
甲
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
乙
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
株
主
総
会
の
承

認
決
議
を
経
ず
に
吸
収
分
割
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
甲
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
九
月

二
十
五
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
乙
の
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
オ
ル
ト
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役

石
井

武

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
オ
ル
ト
プ
ラ
ス
分
割
準
備
会
社

代
表
取
締
役

石
井

武

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
営
む
飲
食
店

「
ミ
タ
ス
カ
フ
ェ
」（
現
所
在
地
：
東
京
都
中
央
区
銀
座
二

丁
目
一
〇
番
八
号
マ
ニ
エ
ラ
銀
座
ビ
ル
一
階
）
の
事
業
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。
こ
の
会
社
分
割

に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照

表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
六
六
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

横
浜
市
青
葉
区
荏
子
田
二
丁
目
一
六
番
一
六
号

（
甲
）
株
式
会
社
ミ
タ
ス
カ
フ
ェ

代
表
取
締
役

植
松

克
夫

横
浜
市
青
葉
区
荏
子
田
二
丁
目
一
六
番
一
六
号

（
乙
）
紀
の
川
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

植
松

克
夫

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
ホ
テ
ル
運
営
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
六
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
一
五
九
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

沖
縄
県
那
覇
市
西
一
丁
目
四
番
一
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
リ
ビ
ン
グ
イ
ン

代
表
取
締
役

波
照
間
正
作

沖
縄
県
那
覇
市
西
一
丁
目
四
番
一
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
リ
ゾ
ー
ト
リ
ビ
ン
グ
沖
縄

代
表
取
締
役

波
照
間
正
作

新
設
分
割
公
告

当
社
は
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
国
際
自
動
車
株
式

会
社
（
東
京
都
大
田
区
平
和
島
五
丁
目
八
番
三
号
）
に
対

し
て
当
社
の
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
一
二
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
江
東
区
東
雲
二
丁
目
六
番
一
号

国
際
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
久
保
恒
男

新
設
分
割
公
告

当
社
は
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
国
際
自
動
車
株
式

会
社
（
東
京
都
板
橋
区
坂
下
一
丁
目
二
二
番
一
〇
号
）
に

対
し
て
当
社
の
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
関
す

る
権
利
義
務
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で

公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
一
二
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
板
橋
区
坂
下
一
丁
目
二
二
番
一
〇
号

国
際
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
子

尚
久

新
設
分
割
公
告

当
社
（
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
「
株
式
会
社
サ
ニ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
」
に
商
号
変
更
予
定
。）は
、
新
設
分
割
に
よ

り
新
設
す
る
坂
本
産
業
株
式
会
社
（
住
所
東
京
都
大
田
区

北
馬
込
一
丁
目
三
番
一
号
）
に
対
し
て
当
社
の
保
育
事
業

以
外
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
大
田
区
北
馬
込
一
丁
目
三
番
一
号

坂
本
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
本

智

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
Ｍ
ａ

ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｅ
（
住
所
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
六

番
一
号
大
手
町
ビ
ル
一
階
）
に
対
し
て
当
社
の
営
む
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
及
び
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
事
業
並
び
に
こ

れ
に
附
帯
す
る
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
〇
六
頁
（
号
外
第
七
十
二
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
六
番
一
号
大
手

町
ビ
ル
一
階

株
式
会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

川
原

邦
章

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
ク
リ
ダ
ス
株
式

会
社
（
住
所
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
萩
園
三
一
六
一
番
地

一

一
〇
〇
二
号
）
に
対
し
て
当
社
の
環
境
機
器
事
業
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。当

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
七
月
三
十

一
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
九
日

掲
載
頁

五
十
七
頁
（
号
外
第
一
八
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
九
番
一
号

コ
ー
ワ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
栗

裕
治

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ク
レ
ア
テ
ィ
ス
と
し

ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
一
丁
目
九
番
三
の
一

五
一
一
号

Ｍ
Ｍ
Ｋ
合
同
会
社

代
表
社
員

南
舘
聡
一
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

福
島
県
い
わ
き
市
平
字
梅
香
町
六
番
地
の
一
〇
と

ま
り
木
テ
ラ
ス
四
号
棟

合
同
会
社
Ｃ
ｅ
ｅ
ｐ

代
表
社
員

磯
上

和
志

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
一
丁
目
一
四
番

七
号

Ｂ
Ｌ
Ｐ
合
同
会
社

代
表
社
員

井
上

祐
貴





令和年月日 月曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
狭
山
市
広
瀬
東
二
丁
目
二
五
番
一
一
号

合
同
会
社
ソ
リ
ッ
ド

代
表
社
員

河
端

英
伸

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
東
浦
和
五
丁
目
四
番
地

一
五

合
同
会
社
ガ
ン
デ
ィ
ー

代
表
社
員

國
分

清
志

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
焼
き
芋
倶
楽
部
株
式
会
社
と
し

ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
当
社
の

総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
八
月
一
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

千
葉
県
流
山
市
加
六
丁
目
一
三
三
七
番
四

焼
き
芋
倶
楽
部
合
同
会
社

代
表
社
員

三
宅

龍
二

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
二
丁
目
七
番
一
〇
号

合
同
会
社
コ
ス
モ
ユ
ニ
テ
ィ

代
表
社
員

栗
本

宜
長

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
麻
布
十
番
二
丁
目
一
一
番
五
号
ア
ク

シ
ア
フ
ォ
レ
ス
タ
麻
布
五
一
〇

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

岩
本

州
司

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
三

四
六

一
六
小
野
木

ビ
ル
六
〇
七

合
同
会
社
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

代
表
社
員

鈴
木

涼
太

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

滋
賀
県
草
津
市
草
津
三
丁
目
一
四

三
六
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
一
〇
一

合
同
会
社
Ｆ
Ｉ
Ｘ

代
表
社
員

西
川

洋
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
Ｈ
Ａ
Ｔ
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

大
阪
市
生
野
区
勝
山
北
五
丁
目
四
番
一
四
号

Ｈ
Ａ
Ｔ
合
同
会
社

代
表
社
員

ダ
ン
・
テ
イ
・
フ
ェ
ン
・
ト
ウ
イ

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
七
月
十
二
日
開
催
の
臨
時
総
会

の
決
議
に
よ
り
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
日
で
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
は
主
た
る

事
務
所
に
備
え
置
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

広
島
県
東
広
島
市
西
条
町
田
口
五
八
八
番
地

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
西
田
口

代
表
理
事

柏
尾

博
明

組
織
変
更
公
告

当
社
は
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｌ
１
キ
ャ
リ
ア

で
す
。
こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
一
二
番
五
号
あ
な
ぶ
き

広
島
紙
屋
町
ビ
ル

瀬
戸
内
Ｐ
Ｒ
合
同
会
社

代
表
社
員

漆
畑

慶
将

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ラ
イ
ズ
ア
ッ
プ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

沖
縄
県
宮
古
島
市
城
辺
字
砂
川
五
一
二
番
地
三

合
同
会
社
ラ
イ
ズ
ア
ッ
プ

代
表
社
員

砂
川

祐
亮

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
円
減
少
し
一
億
円
と
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
株
主
総

会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
七
日
に
終
了
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
四
日

掲
載
頁

八
十
頁
（
号
外
第
一
八
二
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
町
六
八
番
地

岩
機
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

齋
藤

明
彦

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
一
万
三
千
三
百
五

円
減
少
し
、
減
少
額
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/

167484/a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
三
崎
町
三
丁
目
六
番
一
二

号
神
田
三
崎
町
ビ
ル
四
階株

式
会
社
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

代
表
取
締
役

形

勇
気

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
十
万
二
千
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
八
番
五
号
赤
坂
イ
ン

タ
ー
シ
テ
ィ
Ａ
Ｉ
Ｒ
九
Ｆ

株
式
会
社
Ｔ
ｙ
ｃ
ｏ
ｏ
ｎ

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

代
表
取
締
役

本
田

貴
大

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
八
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
大
田
区
大
森
南
一
丁
目
一
七
番
一
六
号

株
式
会
社
大
崎
電
業
社

代
表
取
締
役

成
久

雅
章

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
大
田
区
大
森
西
一
丁
目
一
六
番
一
号

堀
越
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
田
切
高
宏





令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
九
千
万
円

と
し
、
減
少
額
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

産
経
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
八
日

掲
載
頁

二
十
一
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
五
番
一
四
号

レ
イ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤

修

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
二
億
一
千
五
百
八
十
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
豊
丘
字
原
子
三
二
番

地
の
一

株
式
会
社
魚
太
郎

代
表
取
締
役

眞
子

祐
一

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
百
九
十
九
万
九
千
九
百
九

十
九
円
減
少
し
一
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
b
p
s.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

大
阪
市
西
区
北
堀
江
一
丁
目
一
九
番
八
号

株
式
会
社
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

山
本

明
弘
（

田

明
弘
）

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
十
億
円
（
た
だ
し
、
令
和

八
年
六
月
十
九
日
株
主
総
会
で
決
議
し
た
、
令
和
八
年
六

月
二
十
九
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
を
払
込
期

間
と
す
る
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
増
加
す
る
資
本
金
の

額
と
同
額
）
減
少
し
一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
株
主
総

会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
六
月
十
九
日
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

十
二
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

大
阪
市
北
区
大
深
町
六
番
三
八
号
グ
ラ
ン
グ
リ
ー

ン
大
阪
北
館
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
五
階
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｏ

Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
五

Ａ
・
五

Ｂ株
式
会
社
Ｍ
ｉ
ｃ
ｏ

代
表
取
締
役

山
田

修

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

長
崎
市
白
鳥
町
六
番
五
五
号

有
限
会
社
あ
い
緑
化

代
表
取
締
役

原
口

英
樹

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
利
益
準
備
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
二
十
二
日

掲
載
頁

八
十
四
頁
（
号
外
第
二
七
九
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
丁
目
四
番
地

セ
ン
ト
ラ
ル
都
市
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
﨑

保
典

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
五
十
四
億
一
千
六
百
九

十
二
万
八
千
八
百
六
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号

デ
ュ
ポ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株

式
会
社

代
表
取
締
役

大
羽

隆
元

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
億
五
千
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://q
ra
cia
n -h
o
ld
in
g
s.co
m
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
三
丁
目
一
番
地
九

株
式
会
社
ク
ラ
シ
ア
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

今
田

健
治

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
二
十
二
億
六
千
三
百
十
四

万
千
六
百
五
十
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
百
二
十
八
億
六

千
三
十
五
万
四
千
百
五
十
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千
万

円
、
八
十
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
十
四
日
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://co

rp
o
ra
te.b
itb
a
n
k
.cc/co

m
p
a
n
y
/n
o
tice

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
二
番
一
号
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
八
重
洲
八
重
洲
セ
ン
ト
ラ
ル
タ

ワ
ー
一
〇
Ｆ

ビ
ッ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

廣
末

紀
之

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
効
力
発
生
日
と
し

て
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
四
百
三
十
三
万
七
千
五
百

円
減
少
し
、
一
千
万
円
と
し
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億

五
千
四
百
三
十
三
万
七
千
五
百
円
減
少
し
、
一
千
万
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
社
が
発
行
し
て

い
る
新
株
予
約
権
が
、
効
力
発
生
日
ま
で
に
行
使
さ
れ
た

場
合
、
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
伴
う
新
株
発
行
に
よ

り
増
加
す
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
と
同
額

分
を
そ
れ
ぞ
れ
合
わ
せ
て
減
少
し
、
そ
れ
ら
の
減
少
額
全

額
を
そ
の
他
資
本
剰
余
金
に
振
り
替
え
、
効
力
発
生
日
に

お
け
る
最
終
的
な
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
を

そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
と
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
一
番
一
号

株
式
会
社
オ
ル
ト
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役

石
井

武

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
九
百
九
十
八
万
九
千
三

百
九
十
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
七
千
九
百
九
十
八
万
九

千
三
百
九
十
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
、
一
億
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
小
金
井
市
梶
野
町
五
丁
目
四
番
一
号

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

沢
登

哲
也

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
五
億
七
千
五
百
万
円
、
資

本
準
備
金
の
額
を
十
五
億
七
千
五
百
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
八
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
一
一
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
五
丁
目
二
五
番
八
号

イ
オ
ン
ビ
ッ
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
浦

弘





令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
九
百
九
十
九
万
九

千
九
百
六
十
三
円
減
少
し
、
そ
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と

す
る
と
と
も
に
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
億
七
千
二
百
六

十
七
万
二
千
二
百
八
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
た
だ
し
、
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
令
和
八
年
九
月

三
十
日
ま
で
に
資
本
金
の
額
が
増
加
し
た
場
合
は
、
当
該

募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
増
加
し
た
資
本
金
の
額
も
同
額

分
減
少
し
、
そ
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、最
終
的
な
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
期
中
に
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
の
額
が
増
加

し
、
現
在
資
本
金
の
額
は
一
億
五
千
九
百
九
十
九
万
九
千

九
百
六
十
三
円
、
資
本
準
備
金
の
額
は
六
億
七
千
六
百
九

十
一
万
三
千
八
百
六
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
二
十
九
日

掲
載
頁

九
十
二
頁
（
号
外
第
十
九
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

熊
本
県
水
俣
市
浜
松
町
五
番
九
八
号

Ａ
Ｍ
Ｉ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

小
川

晋
平

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
二
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
京
交
通
会
館

代
表
取
締
役
社
長

細
包

憲
志

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
大
田
区
北
馬
込
一
丁
目
三
番
一
号

坂
本
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
本

智

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
四
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

神
奈
川
県
大
和
市
下
鶴
間
二
丁
目
一
一
番
一
〇
号

東
和
グ
ラ
ビ
ヤ
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
金
澤
和
夫

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

兵
庫
県
尼
崎
市
久
々
知
西
町
二
丁
目
二
番
三
二
号

株
式
会
社

橋
工
作
所

代
表
取
締
役

棚
橋

勇
紀

取
得
条
項
付
株
式
取
得
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
取
得
条
項
付
株
式
で
あ
る
Ａ
種
株
式
を
取
得

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
該
当
株
券
を
所
有
す

る
方
は
、
株
券
提
出
日
で
あ
る
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

な
お
、
取
得
事
由
は
、
定
款
に
定
め
る
Ａ
種
株
式
を
有

す
る
株
主
が
死
亡
し
た
場
合
で
あ
り
、
該
当
株
券
は
Ａ
種

株
式
の
株
券
の
う
ち
百
株
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

愛
知
県
豊
川
市
穂
ノ
原
二
丁
目
一
〇
番
地

旭
メ
タ
ル
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
塚

隆
志

株
式
交
換
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
フ
ォ
ー
ス

株
式
会
社
を
完
全
親
会
社
と
す
る
株
式
交
換
を
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、

株
券
提
出
日
で
あ
る
令
和
八
年
十
月
一
日
ま
で
に
当
社
に

ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
新
宿
区
馬
場
下
町
五
番
一
号

株
式
会
社
バ
ル
キ
ー
・
イ
ン
フ
ォ
・
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

中
井

慎
司

金
融
商
品
取
引
業
者
の
吸
収
合
併
の
公
告

当
社
は
、
吸
収
合
併
に
よ
り
Ｅ
Ｑ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
（
住
所
東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目

三
番
一
号
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
Ｊ
Ｐ
森
タ
ワ
ー
一
七
階
）
に
権

利
義
務
全
部
を
承
継
さ
せ
て
解
散
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の

規
定
に
よ
り
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
Ｊ
Ｐ
森
タ
ワ
ー
一
七
階

Ｅ
Ｑ
Ｔ

Ｅ
ｘ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式

会
社

代
表
取
締
役

松
本

道
雄

任
意
清
算
公
告

当
法
人
は
、令
和
八
年
六
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

行
政
書
士
法
第
十
三
条
の
二
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社

員
の
同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清

算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ

る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

新
潟
県
長
岡
市
中
沢
町
一
六
七
番
地
一
悠
久
ビ
ル

二
階

行
政
書
士
法
人
新
潟
合
同
経
理
事
務
所

社
員

星
野

克
男

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
九
十
四
億
三
万
三
千
三

百
三
十
五
円
減
少
し
六
十
九
億
八
千
二
百
十
九
万
六
百
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00000907/t5k

4/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｋ
Ｒ
Ｆ
６
７
特
定
目
的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
日

掲
載
頁

七
十
二
頁
（
号
外
第
一
一
一
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ム
ー
ン
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
十
七
億
七
千
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
要
旨
は
令
和
七
年
十
二
月
十
六
日
付
官

報
の
号
外
第
二
七
四
号
六
十
二
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

Ｇ
ａ
ｌ
ａ
ｘ
ｙ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

林

令
史

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
億
四
千
六
百
五
十

三
万
六
百
七
十
五
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
３
特
定
目
的
会
社

取
締
役

嶋
本

泰
治

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
億
百
五
万
八
百
六

十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
４
特
定
目
的
会
社

取
締
役

嶋
本

泰
治





正

誤

（
原
稿
誤
り
）

三
四
ペ
ー
ジ
改
正
後
欄
終
り
か
ら
一
二
行
目
か
ら
六
行
目
ま
で
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

専
業
・
兼
業
の
別

該
当

専
業

兼
業

（
記
載
上
の
注
意
）

１
．
「
該
当
」
欄
は
、
該
当
す
る
箇
所
に
〇
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
．
日
本
標
準
産
業
分
類
の
中
分
類
に
お
け
る
、
保
険
業
の
業
種
の
み
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、「
専
業
」
と

す
る
こ
と
。

同
ペ
ー
ジ
改
正
前
欄
終
り
か
ら
六
行
目
か
ら
二
行
目
ま
で
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

専
業
・
兼
業
の
別

該
当

兼
業
の
場
合
に
は
、
主
た
る
業
種
名

専
業

兼
業

（
記
載
上
の
注
意
）

「
該
当
」
欄
は
、
該
当
す
る
箇
所
に
〇
を
記
載
す
る
こ
と
。

令和年月日 月曜日 第号官 報
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
億
八
千
八
百
九
十

六
万
九
千
四
百
五
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
６
特
定
目
的
会
社

取
締
役

嶋
本

泰
治

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
億
二
千
二
百
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
８
特
定
目
的
会
社

取
締
役

嶋
本

泰
治

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
億
四
千
六
百
七
十

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
９
特
定
目
的
会
社

取
締
役

嶋
本

泰
治

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
億
二
千
六
百
十
四

万
七
千
六
百
八
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
14
特
定
目
的
会
社

取
締
役

嶋
本

泰
治

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
億
四
千
三
百
三
十

五
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
16
特
定
目
的
会
社

取
締
役

嶋
本

泰
治

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
一
億
八
千
七
百
十
三

万
二
千
三
百
一
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

エ
ム
ジ
ー
ジ
ェ
イ
ワ
ン
特
定
目
的
会
社

取
締
役

嶋
本

泰
治

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
四
十
億
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
日

掲
載
頁

五
十
六
頁
（
号
外
第
九
十
二
号
）

令
和
八
年
三
月
三
十
日
（
号
外
第
七
十
三
号
）
公
布
内
閣
府
令
第
十
四
号
（
保
険
業
法
施
行
規
則
及
び
金
融
サ
ー
ビ

ス
仲
介
業
者
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
）

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
中
央
区
新
富
一
丁
目
一
五
番
三
号
ジ
パ
ン

グ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
内

デ
ジ
タ
ル
東
京
１
特
定
目
的
会
社

取
締
役

横
倉

弘
和

訂
正
公
告

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
（
号
外
第
一
四
二
号
）
掲
載

の
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、「（単

位
：
千
円
）

」
と
あ
る
は

「（単
位
：
百
万
円
）

」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

群
馬
県
前
橋
市
本
町
二
丁
目
一
四
番
八
号

東
和
銀
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
井

利
勝

訂
正
公
告

令
和
八
年
八
月
十
四
日
官
報
第
一
七
六
八
号
三
十
一
頁

掲
載
の
左
記
会
社
に
係
る
吸
収
分
割
公
告
及
び
合
併
公
告

中
、（
丙
）
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
に
、「
同
年
七

月
九
日
付
官
報
（
号
外
第
一
五
四
号
）
八
十
七
頁
」
と
あ

る
は
、「h

ttp
s://w

w
w
.ca
ry
.co
.jp

」
の
誤
り
に
つ
き
訂

正
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

東
京
都
文
京
区
小
石
川
一
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ベ
ス
ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

小
谷

光
司

兵
庫
県
西
宮
市
西
宮
浜
一
丁
目
四
三
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
ケ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス

代
表
取
締
役

今
村

堅

東
京
都
文
京
区
小
石
川
一
丁
目
三
番
一
一
号

（
丙
）
キ
ャ
リ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岩
田

秀
和

訂
正
公
告

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
（
号
外
第
一
六
八
号
）
掲
載

の
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告
中
、「
被
相

続
人

亡

山
本

月
見
」
と
あ
る
は
「
被
相
続
人

亡

山
本

月
美
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

広
島
市
中
区
上
幟
町
一
番
三
号
ソ
フ
ィ
ア
コ
ー
ト

上
幟
町
三
階

相
続
財
産
清
算
人

司
法
書
士

江
崎

諭


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